
（ ）
財務会計上
の短縮番号

892

5051 1 1

（直近）

119.8%

0.30人 1,880 0.30人 1,830 0.30人 1,840 0.30人 1,800 100.5%

0.20人 1,640 0.20人 1,600 0.20人 1,600 0.20人 1,560 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.10人 240 0.10人 230 0.10人 240 0.10人 240 104.3%

0 0 0 0 - 

105.5%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      105.5%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 6 7 10 8 9

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

(決算）

24 年度

2,559

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

757

2,5972,314

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 岸上　孝志

市民生活部観光・ふれあい課担当部課名

国際交流と地域交流の推進

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

青少年国際交流事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類 番号 / 事 業番 号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

財務会計上の事業名

青少年国際交流事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

池田市民である中学生から高校生までの学生

夏休みに姉妹都市（ローンセストン市）及びに友好都市（蘇州市）に派遣

第1期実施計画の事業名

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

青少年の国際感覚の育成、姉妹・友好都市との交流継続及び活発化

事業内容の見直し 平成　22年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（昭和60年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

※見直し内容を記入
姉妹都市への派遣対象者を、25歳以下から高校生までに引き下げ。これによりプログラム
に高校訪問を盛り込むなど、英語学習の機会の充実化を図ることができるようになった。

アルバイト

H23/H22

434 632 759

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

2,462

2,314 2,462 2,5592,597

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

姉妹・友好都市との交流事業の一環であり、
市内に対応できる団体が無いため。

内　　　　　　　　容

姉妹・友好都市との交流継続及び今後の国
際化や民間交流を担う青少年育成のため必
要不可欠な事業である。

選択の
理　由

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

青少年派遣

応募も多数あり、青少年の国際感覚の滋養に貢献すべく、引き続き実施
すべき。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計








